
広  島  市  教  育  委  員  会

株式会社  車田建築設計事務所

令和７年３月

湯来地域における小中一貫教育校の校舎新築に係る

基本計画



湯来地域における小中一貫教育校の校舎新築に係る基本計画

　目次

　　　■湯来地域の概要

　　　■各小・中学校の概要

　　　■湯来地域の児童・生徒数等

　　　■課題

　　３

　　４

　　４

　2　全体計画

　　　■教育のコンセプト等

　3　敷地概要

　　　■計画敷地

　　　■計画敷地における既存施設の概要

　　６

　　６

　　５

　４　施設整備計画

　　　■周辺環境

　　　■通学環境の調査

　　７

　　８

　1　現状と課題

　　２　　　■はじめに

　　３

　１０　　　■配置計画案比較表

　　９

　　９

　１１

　　　■全体配置図 　１１

　１３

　１３

　１２

　　　■配置整備方針

　　　■配置整備条件

　　　■配置整備内容

　　　■新築校舎のコンセプト

　　　■必要諸室

　　　■小中一貫校の児童・生徒数、学級数

　１４

　　　■電気設備

　　　■給排水衛生設備

　　　■空調設備

　　　■エレベーター設備

　　　■ZEB検討

　　　■防災計画

　　　■防犯計画

　　　■事業スケジュール

　７　事業計画

　６　防災計画・防犯計画

　５　設備計画

　　　■法規チェック

　　　■主要構造の比較表

　　　■概算工事費

　１６

　１７

　１８

　１８

　１８

　１８

　１８

　１９

　１９

　２０

　２０

　１５

　１４　　　■建物ボリューム検討

　　　■平面・断面ゾーニング図(参考図)

　　　■敷地境界線(参考図)

目 次

No.

車 田 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社 　

０１



No.

車 田 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社 　

広島市佐伯区にある湯来地域においては、児童生徒の減少による学校規模の小規模化及び学校

施設の老朽化が進んでおり、湯来地域の全ての小・中学校を統合し、１つの小中一貫教育を行

う学校を設置することが望ましいとの合意形成が図られ、地域から広島市に対して提言書が提

出された。

　これを受け、提言書の内容の具現化に向けて、小中一貫教育校の設置及びその設置場所や教

育内容等について協議・検討を進め、令和６年４月に、これまでの地域における協議内容を踏

まえ、小中一貫教育校で取り組む教育の内容や施設整備の方向性を取りまとめた「湯来地域に

おける小中一貫教育校に係る基本構想」を策定した。 

　本計画は、基本構想に基づき、湯来地域の小・中学校４校（湯来東小学校、湯来南小学校、

湯来中学校、砂谷中学校）を統合し、小中一貫教育校として別敷地に校舎の新築を行うに当た

り、当該工事の施工に必要な基本的な事項を整理するものである。 

湯来地域における小中一貫教育校の校舎新築に係る基本計画
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車 田 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社 　

No.

・昭和31年に水内村、上水内村、砂谷村が合併して湯来町となり、平成17年に広島市に合併

・広島市の中心部から車で約50分

・西と南を廿日市市、北を安芸太田町に接しており、面積は162.87㎢

・人口は5,253人（令和2年国勢調査）（平成7年調査比で36.2％減少）で高齢化率は49.6％

・自然環境を活かし、酪農や林業が営まれ、こんにゃく、牛乳、鮎、ジビエなど湯来独自の食

　文化を形成

・湯来温泉・湯の山温泉は、広島市内で唯一の国民保養温泉地

（『ひろしま地図ナビ』より出典）

湯来地域における小中一貫教育校の校舎新築に係る基本計画

０３

敷 地 面 積

築 年 数

延 床 面 積

敷 地 面 積

築 年 数

敷 地 面 積

築 年 数

延 床 面 積

湯 来 中 学 校

湯 来 南 小 学 校

砂 谷 中 学 校

災 害 警 戒 区 域

災 害 警 戒 区 域

延 床 面 積

災 害 警 戒 区 域

1 5 ， 8 5 3 ㎡

校 舎 ： 2 ， 5 2 3 ㎡
屋 内 運 動 場 ： 6 9 8 ㎡

1 2 ， 0 7 1 ㎡

1 0 , 6 8 1 ㎡

土 砂 災 害 警 戒 区 域 内

土 砂 災 害 警 戒 区 域 内

校 舎 ： 3 ， 0 7 6 ㎡
屋 内 運 動 場 ： 5 3 6 ㎡

３ 階 建 て

３ 階 建 て

３ 階 建 て

校 舎 ： 5 8 年 　
屋 内 運 動 場 ： 5 7 年

校 舎 階 数

校 舎 ： 5 7 年 　
屋 内 運 動 場 ： 5 4 年

校 舎 ： 4 7 年 　
屋 内 運 動 場 ： 4 8 年

校 舎 ： 2 , 4 2 2 ㎡
屋 内 運 動 場 ： 6 5 2 ㎡

校 舎 階 数

校 舎 階 数

土 砂 災 害 特 別 警 戒 区 域 内

砂 谷 中 学 校

湯 来 南 小 学 校

湯 来 中 学 校

( 旧 ) 湯 来 西 小 学 校

湯 来 東 小 学 校

湯 来 南 庭 球 場 運 動 広 場 ・ 湯 来 体 育 館
( 小 中 一 貫 教 育 校  建 設 予 定 地 )

既 存 の 各 学 校 の 位 置 を 示 す 。

敷 地 面 積

湯 来 東 小 学 校

築 年 数

延 床 面 積

1 5 , 3 1 9 ㎡

校 舎 : 1 ， 3 2 2 ㎡
屋 内 運 動 場 ： 8 8 6 ㎡

２ 階 建 て

災 害 警 戒 区 域

校 舎 階 数

校 舎 ： 5 6 年 　
屋 内 運 動 場 ： ３ ４ 年

敷 地 の 一 部 が 土 砂 災 害 警 戒 区 域 内
洪 水 浸 水 想 定 0 . 5 ｍ ～ 3 . 0 ｍ 未 満
の 区 域

1 　 現 状 と 課 題

■ 湯 来 地 域 の 概 要 ■ 各 小 ・ 中 学 校 の 概 要 ( 令 和 6 年 5 月 1 日 現 在 )

Ｎ
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No.

2．学校の校舎は、その大部分が建築後５０年を経過しており、今後、施設の更新や大規模な改修

　　が必要になるものと見込まれている。 

１．広島市佐伯区にある湯来地域においては、小学校では、２校のうち１校（湯来東小学校）で

  　複式学級を編成し、残る１校（湯来南小学校）は各学年１学級、中学校では、２校（湯来中学

 　 校、砂谷中学校）とも、各学年１学級となっている。学校が小規模化することにより、集団で

  　の活動や学校行事に制約が生じるだけでなく、協働的な学びの実現や多様な物の見方や考え方、

 　 表現の仕方に触れることが難しくなるなど教育面の課題が生じている。

湯来地域における小中一貫教育校の校舎新築に係る基本計画
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■ 湯 来 地 域 の 児 童 ・ 生 徒 数 等 ( 令 和 6 年 5 月 1 日 現 在 ) ■ 課 題

学 校 名

湯来東小学校

湯来南小学校

湯来中学校

砂谷中学校

学級数 児童・生徒数

４(5) 40人(42人)

3(5) 59人(68人)

6(8) 127人(134人)

3(3) 16人(16人)

備考

3･4年生、5･6年生が複式学級

児童・生徒数 推計

学 校 名

湯来東小学校

湯来南小学校

湯来中学校

砂谷中学校

合計

68 70 74 75 75 73 69

260 252 248 243 227 212 198

134 126 121 115 100 94 85

16 14 18 16 19 21 24

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度令和１１年度令和１２年度

42 42 35 37 33 24 20

※( )は特別支援学級を含んだ学級数及び児童生徒数

(令和6年5月1日現在)※令和7年度以降は推計値

小中一貫教育校
開校予定



・湯来東小学校

・湯来南小学校

・湯来中学校

・砂谷中学校

・小中一貫教育校

統合

・湯来西小学校

令和６年４月１日

先行統合

車 田 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社 　

No.

教育の方向性（児童生徒に身に付けさせたい力） 学校施設の基本的な考え方

１  個に応じたきめ細かな学習指導により、基礎的・基本的な学力を定着させる。

２  課題に気づき、他者と協働して自ら解決しようとする探究的な学びにより、

    論理的・主体的に考え行動する力を身に付けさせる。

３  湯来地域全体を教室として捉え、地域と協働して活動することにより、地域

    への愛着や誇り、感謝の心を育む。 

４  国内外の学校等との交流により、グローバルな視野を身に付けさせ、多様な

    価値観を受け止める態度を育む。 

５  児童生徒が協働して活動することにより、コミュニケーション能力を高める

    とともに、思いやりの心やリーダーシップを育む。 

６  様々な運動の機会を確保することにより、児童生徒の体力の向上を図るとと

    もに、運動に親しむ習慣や意欲を育む。

１ 小中一貫教育を行う学校として、児童生徒が小・中学校の枠を超えた異年

    齢での活動や交流を活発に行えるよう施設・設備を整備する。

２ 主体的に学びに向かえるような工夫や、他者と協働した活動が行えるような

    工夫がされた施設・設備として整備する。

３ 児童生徒がのびのびと運動できるよう施設・設備を整備する。

４ 児童生徒の学習の場としてだけでなく、地域住民のコミュニティの拠点とし

    ての機能を十分に発揮できるよう施設・設備を整備する。

５ 児童生徒が安全・安心な環境の下で通学し学校生活を過ごせるよう施設・

    設備を整備する。

　 また、整備に当たっては、湯来地域をイメージするようなデザインを取

　 り入れるとともに、ユニバーサルデザインの視点にも配慮する。

教育の方針（学校の特色） 既存施設の活用

    づく小中一貫教育校として位置付ける。

２  学年区切りを、小学校６年間、中学校３年間の区切りに捉われず柔軟に設定し、

    小・中学校の枠を超えた異年齢による活動を充実させる。また、教員も校種

　　の枠を超え柔軟に対応できるようにする。

３  小・中学校で共通した教育目標の下、９年間を見通した教育課程を編成し、互

    いの校種の乗り入れ指導等により学力の定着に取り組むとともに、小中一

    貫教育校の特例を活用し、地域学習や国際理解学習を機能的に結び付けた学

    習を行う。 

４  地域と連携して、地域資源を生かしたキャリア教育や伝統文化を継承する学

    習、自然体験学習等を行う。 

５  国内の他地域や海外の学校等とＩＣＴを活用して交流し、互いの生活や文化・

    歴史への理解を深めたり、共通の課題について探究した成果を発表し合った

    りする活動を行う。

６  コミュニティ・スクールとして、地域とともにある学校づくりに取り組むと

    ともに、学校を核とした地域づくりに取り組む。

７  通学区域を全市域とし、他地域からも児童生徒を積極的に受け入れる。 

１  「広島市立学校の管理及び学校教育法の実施に関する規則」第５４条の２に基 １ グラウンド及び屋内運動場・武道場

    公共スポーツ施設である湯来南庭球場・運動広場・湯来体育館を活用する。

２ プール

　 砂谷中学校のプールを活用する。

湯来地域における小中一貫教育校の校舎新築に係る基本計画
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2 　 全 体 計 画

■ 教 育 の コ ン セ プ ト 等

新築

湯来小中一貫校

(校舎)

既存施設(共用)
湯来体育館

(屋内運動場)

既存施設(共用)

湯来南運動広場

(グラウンド)

既存施設

砂谷中学校

(プール)



既存施設
湯来南庭球場

既存施設
砂谷中学校
プール

既存施設
湯来南運動広場

既 存 体 育 館 敷 地 ・ 計 画 敷 地 を 示 す 。

計画敷地

既存施設
湯来体育館

既 存 ヘ リ ポ ー ト ・ 計 画 敷 地 を 示 す 。

既 存 施 設 を 示 す 。

既 存 建 物 を 示 す 。

車 田 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社 　

No.

（『ひろしま地図ナビ』より出典）
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校 舎 の 計 画 敷 地

広 島 市 佐 伯 区 湯 来 町 大 字 白 砂 1 2 1 5 - 1住 所

敷 地 面 積

湯 来 体 育 館

広 島 市 佐 伯 区 湯 来 町 大 字 白 砂 1 2 1 5 - 1住 所

1 7 , 0 8 7 ㎡敷 地 面 積

2 0 0 %指 定 容 積 率

7 0 %指 定 建 蔽 率

指 定 な し防 火 地 域

指 定 な し用 途 地 域

3 , 1 6 2 ㎡建 築 面 積

3 , 8 8 0 ㎡延 べ 床 面 積

構 造 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 一 部 鉄 骨 造 　 2 階 建 て

2 3 年築 年 数

体 育 室 、 剣 道 場 、 ト レ ー ニ ン グ 室 、 会 議 室諸 室

体 育 室 空 調 等 整 備 予 定備 考

指 定 な し日 影 規 制

指 定 な し災 害 警 戒 区 域

湯 来 南 庭 球 場 ・ 湯 来 南 運 動 広 場

広 島 市 佐 伯 区 湯 来 町 大 字 白 砂 1 2 1 5 - 1住 所

敷 地 面 積
庭 球 場 　     　   1 , 9 4 7 ㎡ （ 2 面 ）
運 動 広 場        1 4 , 1 2 2 ㎡

2 0 0 %指 定 容 積 率

7 0 %指 定 建 蔽 率

指 定 な し防 火 地 域

指 定 な し用 途 地 域

運 動 広 場 に 人 工 芝 敷 設 予 定備 考

指 定 な し日 影 規 制

災 害 警 戒 区 域 敷 地 の 一 部 が 土 砂 災 害 特 別 計 画 区 域 内

■ 計 画 敷 地

3 　 敷 地 概 要

■ 計 画 敷 地 に お け る 既 存 施 設 の 概 要

指 定 容 積 率 2 0 0 %

指 定 建 蔽 率 7 0 %

防 火 地 域 指 定 な し

指 定 な し用 途 地 域

指 定 な し日 影 規 制

指 定 な し

湯 来 体 育 館 ： 屋 内 運 動 場 と し て 利 用
湯 来 南 運 動 広 場 ： グ ラ ウ ン ド と し て 利 用
砂 谷 中 学 校 プ ー ル ： プ ー ル と し て 利 用

備 考 欄

災 害 警 戒 区 域

砂 谷 中 学 校 プ ー ル

住 所 広 島 市 佐 伯 区 湯 来 町 大 字 白 砂 3 4 2 7 - 1

防 火 地 域 指 定 な し

用 途 地 域 指 定 な し

日 影 規 制 指 定 な し

延 べ 床 面 積 約 1 , 4 0 0 ㎡

築 年 数 7 年

規 模 2 5 ｘ 1 0 . 4 ｍ （ ５ コ ー ス ） 、 水 深 1 . 1 ｍ ～ 1 . 3 ｍ

災 害 警 戒 区 域 敷 地 の 一 部 が 土 砂 災 害 特 別 計 画 区 域 内

約 1 8 , 8 0 0 ㎡
( 既 存 施 設 湯 来 体 育 館 　 　  + 既 存 ヘ リ ポ ー ト 　  　 )

Ｎ



Ｎ
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北西側道路(写真) 湯来体育館(写真)

湯来南運動広場(写真) 湯来体育館(写真)

北側駐車場(写真) ヘリコプター発着場
指定地(写真)

駐車場

フクエイ株式会社

大和(株)
(ヘリコプター発着場指定地)

1 2

3 4

5 6

3

4

2

5

61

■ 周 辺 環 境

湯来南運動広場

既存湯来体育館

A-A'断面図

既存湯来体育館

B-B'断面図

A
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B
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0
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▽最高高さ

B
’

No.
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徒歩による通学ルート

送迎用・自動車動線

車 田 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社 　

No.

（『ひろしま地図ナビ』より出典）

・砂谷中学校から本計画の校舎への坂道は凍結する可能性がある。
・歩行者の安全に配慮し、歩車分離などの検討が必要。

・湯来東小学校、湯来中学校は通学距離が長くなるため、車等での通学が必要であると
   考える。
   また、砂谷中学校、湯来南小学校に通学していた児童は距離が大きく変わらないため
   徒歩での通学と考える。

湯来地域における小中一貫教育校の校舎新築に係る基本計画

０８

校舎

■ 通 学 環 境 の 調 査

Ｎ



Ｎ

駐車場

フクエイ株式会社

大和(株)
(ヘリコプター発着場指定地)

湯来地域における小中一貫教育校の校舎新築に係る基本計画

■ 配 置 整 備 方 針

4 　 施 設 整 備 計 画

■ 配 置 整 備 条 件

◎児童・生徒が安全に通学でき、共用する公共スポーツ施設へ安全かつ円滑に移動ができる。

◎児童・生徒が安全に通学でき、共用する公共スポーツ施設へ安全かつ円滑に移動ができる。

◎安全に遊べるスペースを十分に確保する。

◎ビオトープや菜園等の地域活動と連携して活用できるスペースを確保する。

◎公共スポーツ施設の一般利用者の利便性を考慮するとともに一般利用者向けの駐車場を確保する。

・児童・生徒と車両が交差し、危険。

グラウンドに近く、体育館との
連携も確保しやすい。

大会時に荷物が多くなるため
体育館の近くにできるだけ

駐車場を設ける。

校舎を建てるためには面積が小さく
階数が高くなる。

駐車場として利用する。

◎ビオトープや菜園等の地域活動と連携して活用できるスペースを確保する。

・防犯への対策としてフェンス等を設ける。

・ビオトープ、菜園ができるスペースを確保する。

◎公共スポーツ施設の一般利用者の利便性を考慮するとともに一般利用者向けの駐車場を確保する。

◎安全に遊べるスペースを十分に確保する。

約５８００㎡

・体育館利用者用に駐車場を　　　   以上設ける。

・大会時の荷物の運搬等を考慮し、体育館の近くに駐車場を設ける。

し安全に通学できるようにする。・児童・生徒の通学路と車道を分離

・

130台

し、教員から目の届く範囲で遊べる場所を設ける。校舎付近で安全に遊べるスペース等を確保

湯来南運動広場

No.

車 田 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社 　

０９

・地域活動室等の地域住民が利用しやすい施設とする。

・新設校舎と体育館、グラウンドへの通路を安全に移動できるように車道と分離させる。

・新設校舎部分の面積上限                     。（補助金の範囲内 No14の必要諸室による。)



採用案
赤字

青字

・・・良い点

湯来地域における小中一貫教育校の校舎新築に係る基本計画

■ 配 置 計 画 案 比 較 表
・・・悪い点

No.

車 田 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社 　
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生徒・児童用動線
グラウンド利用者用動線
フェンスの位置を示す。

門扉

地域活動室、児童館の出入口を示す。

フェンスの位置を示す。
地域活動と連携して活用できるスペース
遊具設置可能スペース

バス乗降口

★

一般利用者用自動車動線

★

車 田 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社 　

No.

湯来地域における小中一貫教育校の校舎新築に係る基本計画

１１

■ 配 置 整 備 内 容 ■ 全 体 配 置 図

学校

グラウンド

部室棟
２階建て

グラウンド

駐車場4
36台

学校
3階建て

部室棟
２階建て

2階
渡り廊下

校門駐車場3 20台

駐輪場ゴミ

ゴミ駐輪場駐車場2
24台

駐車場1
52台

敷地境界線

54,500

3
9
,
0
0
0

敷
地

境
界

線

敷地境界線

敷地境界線

敷地境界線

敷
地
境
界
線

E
H

E
H

EH

E
H

E

H

E

H

EH
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No.

湯来地域における小中一貫教育校の校舎新築に係る基本計画

１２

■ 敷 地 境 界 線 ( 参 考 図 )
計画敷地A 面積表

計画敷地B 面積表

計画敷地B

計画敷地A

9.704

B 30.462

4.
48
7

32.742

D

3
6.
46
5

8.431

E

45.198

24
.4
61

F

52.376

7.
03
9

G67
.1
61

25.004

H

6
9.
91
4

9.099

69
.
91
4

48.106

I

J

84.866

39.764

1.
23
4

A

C

15
.7
68

計画敷地A平地部分 面積表

 合計面積

計算式(m)

9.704 × 1.234 ÷ 2

30.462 × 4.487 ÷ 2

32.742 × 15.768 ÷ 2

36.465 × 8.431 ÷ 2

45.198 × 24.461 ÷ 2

52.376 × 7.039 ÷ 2

67.161 × 25.004 ÷ 2

69.914 × 9.099 ÷ 2

69.914 × 48.106 ÷ 2

84.866 × 39.764 ÷ 2

面積(㎡)

5.987

68.341

258.138

153.718

552.794

184.337

839.647

318.074

1,681.641

1,687.306

5,749.983

記号

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

6
9
,
9
1
4

90° 190.5°

90°

48,106

22,4
71

26
,6
36145.74°

81.65°

229.77°

45,122

155.47°
28,

100

98.54°

7,182

24,
818

64,737

48,267
32,319

39.764

13

6
9
.9
1
4

12

69
.9
1
4

84.866

11

37.196

6

2

13.042

8.
0
84

9.
97
5

53.868

56.738

63.141

8

10

9

7.
89
2

21
.1
63

53.547

29
.9
4
4

7 38.361 33.416

5

3

9.
65
6

1
4.
30
4 1

6.6
56

19
.2
77

42
.0
83

4

35.127

33.218

41.719

1.524

2
0,
3
7
4

74.92°

42.55°

記号 計算式(m) 面積(㎡)

1 14.304 × 1.524 ÷ 2 10.900

2 33.218 × 8.084 ÷ 2 134.267

3 33.416 × 9.656 ÷ 2 161.332

4 42.083 × 19.277 ÷ 2 405.617

5 38.361 × 6.656 ÷ 2 127.665

6 41.719 × 13.042 ÷ 2 272.050

7 53.547 × 29.944 ÷ 2 801.706

8 53.868 × 21.163 ÷ 2 570.004

9 56.738 × 7.892 ÷ 2 223.888

10 63.141 × 9.975 ÷ 2 314.916

11 69.914 × 37.196 ÷ 2 1,300.261

12 69.914 × 48.106 ÷ 2 1,681.641

13 84.866 × 39.764 ÷ 2 1,687.306

 合計面積 7,691.553

48.106

ほ

16
.0
28

27.850

ろ

25.825

は

24.929

16.879

3.
62
0

3.
48
6

り
を

28.
358

ち

26.5
02
に

19.718 と

26
.6
37

る 24.381

3
.6
1
7

3.
6
13

21.638

3.071

7.
24
9 い

2.13
5

4.
90
7

5
.6
7
8

7
.3
27

へ

29.611

ぬ

を 35.127 × 3.613 ÷ 2 63.457

 合計面積 1,202.376

記号 計算式(m) 面積(㎡)

い 7.249 × 2.135 ÷ 2 7.738

ろ 25.825 × 5.678 ÷ 2 73.317

は 24.929 × 7.327 ÷ 2 91.327

に 26.502 × 4.907 ÷ 2 65.023

ほ 27.850 × 16.028 ÷ 2 223.190

へ 27.850 × 19.718 ÷ 2 274.573

と 26.637 × 16.879 ÷ 2 224.803

ち 28.358 × 3.071 ÷ 2 43.544

り 21.638 × 3.486 ÷ 2 37.715

ぬ 29.611 × 3.620 ÷ 2 53.596

る 24.381 × 3.617 ÷ 2 44.093
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No.

湯来地域における小中一貫教育校の校舎新築に係る基本計画

１　小中一貫教育の効果・可能性を引き出す校舎

  (1)小・中学校の枠を超えた多様な活動や交流が活発にできる空間

  (2)９年間を見通した系統性・連続性のある多様な教育活動を実現できる施設

  (3)児童生徒の発達段階や活動内容に応じて柔軟かつ効果的に使い分けできる

      教室

２　児童生徒の知・徳・体をバランスよく育む校舎

  (1)児童生徒の学びへの意欲や探求心、主体性を引き出す空間

  (2)他者と協働した活動が行いやすい空間

  (3)のびのびと運動できるスペースの確保や機能の充実

  (4)ＩＣＴの活用や多様な主体との交流など、今後の教育活動のあり方に柔軟

　　 に対応できる学習空間

３　地域に根差した「地域コミュニティの核」となる校舎

  (1)学校と地域との連携により、湯来地域ならではの自然環境や食文化を活か

 　　した活動が行える施設

  (2)児童生徒と地域住民が交流でき、開放的で地域に親しまれる施設

  (3)セキュリティに配慮しつつも、学校教育活動と地域活動が両立できる施設

  (4)多様な活動に対応でき、掲示や展示ができるゆとりあるスペースの確保や

       機能の充実

  (5)共用する既存施設との連携や積極的な地域開放ができる施設

４　安全・安心な校舎

  (1)セキュリティに配慮し、児童生徒が安全安心かつ快適に通い、過ごせる施設

  (2)教職員が働きやすく、校務など効率的・有効的に進められる職務空間

  (3)児童生徒や教職員、地域住民など全ての主体が居心地のよい空間

  (4)共用する既存施設との安全かつ円滑な移動ができる施設

  (5)ユニバーサルデザインの導入

５　自然豊かな湯来地域への愛着と誇りを育む校舎

  (1)湯来地域の歴史や風土、文化、魅力を感じられ、自然に触れあえる施設

  (2)湯来地域を体現できるような自然の温かみやぬくもりを感じられるデザイン

  (3)長く使い続けられるようメンテナンスしやすく、環境に配慮した施設

１３

令 和 １ ２ 年 時 点 で の 児 童 ・ 生 徒 数 の 見 込 み と 学 級 数

■ 小 中 一 貫 校 の 児 童 ・ 生 徒 数 、 学 級 数 ( 令 和 6 年 5 月 1 日 現 在 )■ 新 築 校 舎 の コ ン セ プ ト

児童生徒が地域とともに生き生きと学習・交流でき、安全安心な学校生活が
できる校舎として、以下のように整備する。 【参考】小中一貫教育校開校時（令和１２年度）における児童・生徒数等の見込みについて

児童・生徒数 学級数

198人 13学級

備考

各学年１学級で特別支援学級が合計４学級

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数

13人 1学級 17人 1学級 8人 1学級 21人 1学級 21人 1学級 16人 1学級

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 児童・生徒数 学級数

25人 1学級 32人 1学級 27人 1学級 18人 4学級

（内訳）

小学６年生

中学１年生 中学２年生 中学３年生

小学１年生 小学２年生 小学３年生 小学４年生

特別支援学級

小学５年生
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No.

湯来地域における小中一貫教育校の校舎新築に係る基本計画

１４

諸 室 の 概 要

■ 必 要 諸 室

2階 ３階 4・5階

周辺への影響
低層で周辺への
影響は少ない。

低層で周辺への
影響は少ない。

４層、５層分の
壁面で圧迫感が
ある。

〇 〇 △

供用部が増える
ため、要望面積
内に納まらない。

縦動線が短い。
横動線が長い。

縦動線が短い。
1層毎のフロアが
広い。

縦動線が長い。
１フロア毎の
平面が小さい。

機能性 〇 〇 △

敷地利用

平面が大きく、
敷地を圧迫し
駐車場が確保
できない。

平面が小さく、
駐車場及び
中庭を確保
しやすい。

平面が小さく、
駐車場及び
中庭を確保
しやすい。

× 〇 〇

■ 建 物 ボ リ ュ ー ム 検 討

多目的教室

理科教室

音楽教室

技術工作室

家庭科教室

図書室

ふれあい広場

カウンセラー室

特別活動室

特別教室

プレイルーム室

校長室

事務室

印刷室

業務員室

放送室

保健室

会議室

管理倉庫

教材室

職員室

休養室

給食配膳室

管理諸室

児童クラブ室

遊戯室

事務室

図書工作室

児童館

駐輪場

中庭

体育倉庫

ゴミ置き場

部室

外構

その他

地域活動室地域活動

生活科教室

コンピュータ教室

1教室

2教室

1教室

1教室

1教室

1教室

1教室

1教室

2教室

1教室

1教室

2教室

1教室

1教室

1教室

1教室

1教室

1教室

1教室

1教室

1教室

1教室

1教室

1教室

1教室

1教室

1教室

1教室
学校と動線を分離する。外から直接出入りできる
ように専用の出入口を設ける。

外から直接出入りできるように勝手口を設ける。

外から直接出入りできるように勝手口を設ける。

更衣室を兼ねる。男女各1室2教室

15台程度

5室程度

遊具等を設置

校舎と合築
外から直接出入りできるように専用の出入口を設
ける。

小学校用,中学校用各1室

情報センターとして利用できるよう一体的に整備

小学校用,中学校用の兼用。調理室と被服室に対応

小学校の図工室,中学校の技術室を兼ねる

小学校用,中学校用各1室

小学校用,中学校用の兼用

美術教室

グラウンドに整備予定

陸上部(男女)､野球部(男女)
体育倉庫の２階に整備

項目部門

普通教室普通教室

数量

13教室
小学校6教室、中学校3教室、
特別支援学級4教室（小学校２教室,中学校２教室）

２教室

必要諸室

備考 補助対象

〇

〇

×

×

〇

約5,800㎡
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No.

湯来地域における小中一貫教育校の校舎新築に係る基本計画

１５

・断面計画は、フロアごとに各ゾーンがまとまった計画とし、シンプルな断面形状とする。 
  （２階を小学生用、３階を中学生用とする。 また、地域活動室等の地域利用を１階に
   ゾーニングを行った。）
・周辺環境へ配慮し、極力階高を抑えた計画とする。

■ 平 面 ・ 断 面 ゾ ー ニ ン グ 図 （ 参 考 図 ）

動線

外部確認

動線

動線

2階

1階

回遊動線

回遊動線

特別教室ゾーン

普通教室ゾーン

特別教室ゾーン

児童館ゾーン

地域活動室ゾーン

3階
普通教室ゾーン

管理教室ゾーン

・主に北側に特別教室をまとめ、特別教室ゾーンを形成する。

1.普通教室ゾーン

・南側に配置し、十分な採光を確保し、明るい教室となるようにする。

2.特別教室ゾーン

・学年ごとに階を分けて普通教室を配置し、先生方の管理を容易にする。

4.交流ゾーン

・廊下を回遊型とすることで各ゾーンを巡る回遊性の動線が発生させる。

・１階に集約し、正門側・グラウンド側を確認できるようにする。

3.管理ゾーン

駐車場

保健室ふれあい広場児童館
専用出入口

中廊下・供用部

動線 一体利用

メディアルーム

図書室 コンピューター
教室

地域活動室

正門

玄関

ホール
事務室 校長室 給食

配膳室

職員室

特別教室

普通教室

中廊下・供用部

2,3階ゾーニング

1階ゾーニング

グラウンド

特別教室ゾーン

特別教室ゾーン

管理諸室ゾーンメディアゾーン

塔屋

地域活動室ゾーン 児童クラブゾーン

普通教室（小学生）

普通教室（中学生）

渡り廊下



湯来地域における小中一貫教育校の校舎新築に係る基本計画

■ 法 規 チ ェ ッ ク

建築基準法 敷地概要

消防法

法４２～４５条、令１４４条の４、１４５条

法４８条

項　目

容積率 法５２条

建ペイ率 法５３条

道路斜線 法５６条１項１号、別表３、他

北側斜線

隣地斜線

日影規制

法５６条１項３号、他

法５６条１項２号、他

法５６条の２、別表４、他

法２２条

法６１～６７条の２、他

耐火要求 法２７条、別表１、令１１５条の３

防火規制

防火区画

指定区域外

面積区画：1 , 5 0 0㎡適用（耐火建築物）

対　応適用条項 本計画での適用

道路関係

用途地域

地域・地区

用途地域

地名地番

間仕切壁 令１１４条２項

内装制限

法３５条、令１１７条、１２０条

法３５条、令１２１条

法３５条、令１２１条

法３６条、令２３条～２７条

階段

廊下 法３５条、令１１７条、１１９条

屋外への出口 法３５条、令１２５条１項

敷地内通路

屋上広場等

法３５条、令１２７条、１２８条

法３５条、令１２６条１項

法３５条、令１２６条の４、５

非常用進入口 法３５条、令１２６条の６

非常用照明

居室の採光 法２８条１項、令１９～２０条

歩行距離：5 0ｍ以下（耐火建築物）

階段から５０ｍ以下、居室の各部分から１００ｍ以下

２以上の直通階段設置：要

通路幅１．５ｍ以上

居室及び廊下、階段その他の通路に設置

高さ１．１ｍ以上の手摺、壁、柵、金網等を設置

居室：難燃

通路・階段：準不燃

２以上の直通階段設置

歩行距離確保

重複区間確保

必要寸法確保

必要距離確保

必要寸法確保

必要寸法確保

高さ１．１ｍ以上確保

採光計算による

法３５条の２、令１２８条の３の２～１２９条

重複区間：2 5ｍ以下（耐火建築物）

防火区画設置

法４１条の２

特殊建築物に該当（学校）

耐火要求：あり

異種用途区画：「児童福祉施設」適用

堅穴区画：あり

防火区画設置

防火区画設置

防火区画設置該当

両側居室：中廊下幅２．３ｍ以上
その他　：片廊下幅１．８ｍ以上

階段幅1 , 4 0 0以上、蹴上1 6 0以下、
踏面2 6 0以上

適用（3階以上に適用）

非常用照明設置

代替進入口確保

教室：：１／５以上
窓その他の開口部を有する居室：１／２０以上
又は、非常用照明設備

換気設備 法２８条２項、令２０条の２、他

法２８条の２、令２０条の４・５、他シックハウス
　　　　対策

排煙設備 法３５条、令１２６条の２

居室の天井高

便所

法３６条、令２１条

法３１条、令２８条、他

１／２０以上、又は機械換気設備

換気回数0 . 3回／h 以上0 . 5回／h 未満

水洗便所

２．１ｍ以上

F ☆☆☆☆品使用
居室に2 4時間換気
設備設置

２．４ｍ以上

水洗便所

換気計算による

適用外（床面積１／５０以上の排煙上有効な開口）

広島市佐伯区湯来町大字白砂1 2 1 5 - 1

高度地区

防火地域

その他地域地区

日影規制

開発許可

斜線規制

前面道路

指定なし

指定なし

指定なし

指定なし

北側：

2 0 0%指定容積率

指定建ペイ率 7 0%

あり

道路斜線制限：指定あり

隣地斜線制限：指定あり

該当なし

該当なし（無窓の居室）

東側：7 . 0ｍ（佐伯５区1 7 0号線）

指定なし

都市計画区域外  準都市計画区域

耐火建築物

適用なし（学校用途のため）

適用あり（条例により）

適用あり（条例により）

適用あり

適用あり

適用あり

適用あり

適用なし（条例により）

令1 1 2条1～4項、7～1 1項、1 8項

防火対象物

項　目

消火器具

屋内消火栓設備

設置

設置

対応

スプリンクラー設備

自動火災報知設備

消防機関へ通報する
火災報知設備

非常警報器具・設備

避難器具

設置

設置

設置

誘導灯・誘導標識

令別表第一

令１０条

令１１条

本計画での適用適用条項

小学校　　　　　　（7）項

小学校　  　：延べ面積3 0 0㎡以上で設置必要

耐火建築物

延べ面積2 , 1 0 0㎡以上で設置必要

令１２条

令２１条

令２３条

令２４条

令２５条

延べ面積3 0 0㎡以上で設置必要

収容人員５０人以上：非常ベル・自動式サイレン又は
　　　　　　　　　　放送設備
→自動火災報知設備が設置されている部分には設置免除

1 1階以上で設置必要

延べ面積3 0 0㎡以上で設置必要

3階以上の階で収容人員が1 0人以上は設置必要

設置必要令２６条

項　目

適用あり 2 m以上接道

2 0 0 %

7 0 %

No.
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比較検討の結果鉄筋コンクリート造を採用

湯来地域における小中一貫教育校の校舎新築に係る基本計画

■ 主 要 構 造 の 比 較 表

No.

車 田 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社 　
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・給水本管、公共下水本管の敷設が無いため井戸・浄化槽設備の検討を行う。

・井戸の新設が不可の場合、既設体育館井戸からの分岐を検討する。

・給湯設備は安全性を考慮して極力電気方式の製品を選定する。

・給水方式は断水時にも最低限の上水が確保できるよう検討する。また、ポンプは節電を図る。

・衛生器具は生徒の使い勝手の良さや節水を考慮したものとする。

・空調方式は部屋の用途や窓の向きなど各室の特性に応じた空調を行えるように検討する。

・設備機器は節電を図った機器を選定する。

・居室の換気については、冷暖房効果を上げるために全熱交換器を設置する。

・身体障がい者対応型のエレベーターを設置する。

・構内情報網は、職員室と各所室との間で情報の共有化を図れるものとする。

・外来者の入校管理として校門等の出入口と管理諸室にはインターホン・呼出装置等を設ける。

・省エネに配慮した電気設備とする。

計画図面上の屋上の床面積は1967.20㎡であり、屋根上に100%ZEBを達成でき

るだけの太陽光発電システムを設置可能と考えられる。

・空冷ヒートポンプエアコン（高効率空調）

・照明器具 (LED)  消費電力 = 13.1W

・窓　　　Low-E複層ガラス

「エネルギー消費性能計算」により、一次エネルギー消費量基準（BEI）=0.47
0.5以下となりZEBReadyを達成できる。

・断熱材　押出法ポリスチレンフォーム 保温板 1種　t=40

・給湯機（業務用）

さらに100％ZEBを達成するためには、上記の内容及び下記の創エネ設備が必要。

単結晶

217.75kW (670W/枚)

2384mm x 1303mm (1枚)

1014㎡ (325枚)

架台設置形

10°

320°00'15''

0.928

・太陽光発電設備　

　種類:

　容量:　

　外形寸法:

　太陽光の面積: 

　アレイ設置方式: 

　パネルの傾斜角:

　パネルの方位角: 

　パワーコンディショナの効率:

さらに一次エネルギー消費量基準(BEI)低減を目指す場合は、空調・換気・照明・

給湯で消費電力の削減や制御の追加が考えられる。

あるいは、太陽光の容量増加が考えられる。

【参考費用】

【参考スケジュール】

蓄電池　                         約2.5億円程度

太陽光パネル＋架台　       約1.0億円程度

パワーコンディショナー 　約1.5億円程度

　　　　　　　　 　合計　約5.0億円程度

ZEBReadyを達成するためには、省エネ性能の高い空調・換気設備の採用・断熱性能を

高めることが必要。

また、児童生徒自身がZEB化施設で生活することで環境教育につながり、児童生徒の環

境意識を高めることができる。(教室内・外気の温湿度や、使用電力量、ＣＯ２濃度などが

表示されるモニターを設置し、生徒が環境状況を確認できる等。)

２０５０年カーボンニュートラル達成に向けて脱炭素社会の実現に貢献する持続可能な

教育環境の整備を目指す。

・送風機（一般仕様）

・管理諸室間で適切に連絡が取りあえる機能を設ける。

・受水槽はメンテナンス時の断水を避けるため二槽式とする。

・学校関係者以外の通行があることから防犯設備として校門等の適切な箇所に監視カメラの設置

　を検討する。

　また、警備保障用配管工事等も行う。

2030年：ZEB Ready達成+環境教育用太陽光パネル設置

2040年：Nearly ZEB達成（太陽光パネル追加設置）

2050年：100％ ZEB達成（太陽光パネル追加設置）

湯来地域における小中一貫教育校の校舎新築に係る基本計画

■ 電 気 設 備

５ 設 備 計 画

■ Z E B 検 討

■ 給 排 水 衛 生 設 備

■ 空 調 設 備

■ エ レ ベ ー タ ー 設 備

No.

車 田 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社 　
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Ｎ

・本計画敷地は土砂災害警戒区域からは外れている。

火災の対策  

・校舎等に使用する材料は燃えにくいものを基本とするが、そうでないもの

　でも有毒ガス等を発生しないものとする。 

・敷地内への部外者の侵入を防止するためフェンスを設ける。 

　敷地への出入口は必要時以外閉鎖施錠する。 

・主出入口である正門は事務室から監視できるようにする。 

・校舎内部においてはシンプルな廊下構成とし、不審者が隠れ潜むスペースをなくす。 

・避難は確実に２方向避難を確保する。

　基本的には、階段による避難となることから日常的に利用するルートでの

　避難が可能となるように分かりやすい位置に階段を設ける。また、階段以

　外の避難方法として、避難器具も設置する。

・付近に河川がないため、浸水洪水の想定区域からも外れている。

湯来地域における小中一貫教育校の校舎新築に係る基本計画

土 砂 災 害 警 戒 区 域

土 砂 災 害 特 別 警 戒 区 域

土 砂 災 害 警 戒 区 域

■ 防 災 計 画

６ 防 災 計 画 ・ 防 犯 計 画

■ 防 犯 計 画

圧迫感、閉鎖感のないように塀ではなくフェンスとする

事務室から外部の出入りを視認できる

校舎からグラウンドへの利用するため扉を設ける。

職員室からグラウンド、登下校の様子を視認できる

湯来体育館からのグラウンドへの移動を
妨げないようなフェンスの配置

学校
3階建て

校門

駐輪場ゴミ

グラウンド

2階
渡り廊下

ハザードマップ（『土砂災害ポータルひろしま』より出典）

敷
地

境
界

線

敷地境界線

対象敷地

No.
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車 田 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社 　

No.

湯来地域における小中一貫教育校の校舎新築に係る基本計画

7 　 事 業 計 画

■ 事 業 ス ケ ジ ュ ー ル

２０

■ 概 算 工 事 費

基本設計・実施設計

項　目

基本計画策定

R6年度 R7年度 R8年度 R10年度 R11年度 R12年度

建設工事（渡り廊下新設）

建設工事（部室棟新設）

建設工事（校舎新設）

外構、駐車場整備工事

引っ越し

R9年度

運用開始

(準備期間)

(準備期間)

項目

工事費概算書

新設工事(渡り廊下)

延床面積　約150㎡

外構整備工事

自転車置き場・ゴミ置き場・遊具等附属屋

附属屋(設備)
受水槽・原水槽・ポンプ,井戸工事,浄化槽
キュービクル、高圧配線費

新設工事
(体躯倉庫兼部室)

面積　約16,000㎡
アスファルト舗装、車止め、フェンス、白線引き等

金額（税込）面積

新設工事

備考

延床面積　約6200㎡(校舎、児童館、地域活動室) ZEB Ready達成含む

工事費

3,738,900,000円

141,350,000円

29,370,000円

61,050,000円

36,390,000円

30,690,000円

4,037,750,000円


